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1. 緒言 

 2024年 2月 18日から 2月 27 日の間にサレジオ工業

高等専門学校(以下,サレジオ高専と略す)にて,姉妹校

である"Caritas Don Bosco School"との国際技術交流

会が行われた.本校のフィリピン人学生との交流会は,

機械電子工学科で実施するものづくり体験であり,双

国の親交を深めかつ技術を発展させることを目的とし

たプログラムである. 

本研究の目的は,本交流会に参加したフィリピン人

学生が受けてきた情報教育の環境,および受ける姿勢

を調査することである.また,姉妹校であるサレジオ高

専とどのような違いがあり,何が良い点なのかを推論

することである. 

 

 
図① 体験の様子 

 

2．国際技術教育プログラムについて 

 フィリピンとの交流会はサレジオ高専国際交流セン

ターが主催し,その他の支援を受けずに実施している. 

"Caritas Don Bosco School"は 1994 年に創立された.

また同 "Caritas Don Bosco School"は 2016 年に普通

高校だけではなく工業高校としての教育も開始した. 

 

3．調査方法と結果 

3.1．調査方法 

 フィリピン人学生に向けたアンケート調査を行った.

アンケート作成には Google Form を使用した.アンケ

ートはフィリピン人学生計７名を対象に,14 個の質問

もって実施した.各質問項目には 5 つの選択質問と記

述式の質問を準備し,選択肢ごとの回答数をもってそ

の傾向を調査した. 

 

3.2．調査結果 

 初めに,情報教育を受ける動機を調べるために実施

した「プログラミングは好きか」「その理由を述べよ」

という 2 つの質問については,約 7 割が好きと回答し

た.理由としては「論理的だから」や「ロボットを動

かすことが好き」といった肯定的な意見が多かった.

しかし,自分の専門分野と違う学生は苦痛に感じてい

ることも分かった. 

また,高等教育以前の情報教育の過程について「独

学で勉強していたか」「小中学校で情報系教育を受け

ていたか」という質問に対する回答は,どちらも 7 割

以上が高等教育以前に触れていたことが分かった. 
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さらに,パーソナルコンピューターを触れる環境が

どの程度あるのかについて環境別に質問した.図②～

④がまとめたグラフである.その結果,８割を超える環

境でパーソナルコンピューターに触れる機会があるこ

とが分かった. 

 

 
図② 「パーソナルコンピューターを触れる環境」の

質問に対する回答１ 

 

 
図③ 「パーソナルコンピューターを触れる環境」の

質問に対する回答２ 

 

 
図④ 「パーソナルコンピューターを触れる環境」の

質問に対する回答３ 

 

また,情報教育の内容について調査するために

「使用している OS」や「使用しているコンピュー

ター言語」,「使用しているコンピューター言語は

得意か」を質問した.その結果,OS は全員

「Windows」を使用しており,その他の OS を使用し

ている学生はいなかった.コンピューター言語は

「Arduino」や「C 言語系」を使用している学生が

約８割を占めており,次点で「Java」を使用してい

た.約７割の人が,自分が使用しているプログラミン

グ言語を得意と回答していた. 

さらに,普段からインターネットやプログラミン

グに触れている時間を調査するために「一日に使用

する SNS の時間」と「情報教育の授業は週に何時間

あるか」を質問した.ここでの SNS の使用時間は,学

校や必要なことを除くインターネットの使用時間で

ある.結果は,1 日 3 時間以上 SNS を使用している生

徒が約 7 割だった.また,週の授業数は人により変動

していることが分かった.そして,部活動でも増える

ことがあることも分かった. 

最後に,国際技術教育プログラムのプログラミン

グ体験についての感想を知るために,「サレジオ工

業高等専門学校の設備でよかったところ」と「体験

したプログラミングの難易度」を質問した. 5 段階

評価を持って質問し,5 を最高として回答してもら

った.結果,5 と回答した人はおらず,平均は 3 だと

分かった.設備についての質問では 8 割が今回の体

験に使われた部屋の設備が整っていたと回答してい

た. 

 

4．結言 

 以上のアンケートにより,独学でプログラミングを

勉強している人が多いことや小中学校でのプログラミ

ング教育を受けた人が多いという結果から対象のフィ

リピン人学生は情報教育に肯定的かつ意欲的に取り組

んでいることが分かった.また,パーソナルコンピュー

ターやインターネットに触れる機会や時間が多く,身

近なものだということだと考えられる. 
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